
　東日本大震災津波で甚大な被害を
受けた陸前高田市で、岩手県が整備
する高さ 12.5 メートル、全長約 2,
000 メートルの県内最大規模の防潮
堤がほぼ完成しました。
　震災前、海岸には海側に高さ 3メ
ートル、陸側に高さ 5.5 メートルの
二つの防潮堤がありましたが、震災
時の最大約 17メートルの津波でほ
ぼ全壊し、海岸防災林である松原や

復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　厳しい冷え込みを感じながらも、沿岸地域では、徐々に新し
い建造物等が増え、まちづくりの進捗を実感する今日この頃。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

第 122号 
平成 29年 2月 15日号

がんばろう！岩手　つながろう！岩手

砂浜も消失しました。
　新たな防潮堤は、平成 25年 3月
に工事着工し、防潮堤の約 9割が完
成。海側に高さ 3メートル・延長約
1,900 メートルの第一線堤と陸側に
高さ 12.5 メートル・延長約 2,000
メートルの第二線堤の二重構造で､数
十年から百数十年に一度の頻度で発
生する津波高を想定し建設されてい
ます。

　今後は、海岸に隣接する気仙川の
水門工事と接続する区間の防潮堤の
整備を進め、平成 31年度末までの
完了を目指します。
　また、第一線堤の海側では砂浜再
生事業、第一線堤と第二線堤間では
海岸防災林の再生事業等が進められ
ており、陸側には「高田松原津波復
興祈念公園」を平成 32年度末を目
途に整備する予定です。

整備が進められている気仙川水門「奇跡の一本松」に隣接する防潮堤 高台から見た防潮堤全景

『岩手復興ドラマ』県内先行上映会が開催されます

陸前高田市県内最大規模の防潮堤がほぼ完成

　岩手県は、東日本大震災津波からの復興の歩みをつづったドラマ
「日本一ちいさな本屋」と「冬のホタル」を制作しました。
テレビ放送に先立ち、先行上映会を開催します。入場は無料ですが、
事前申込（ウェブサイト、ＦＡＸ、往復はがき）が必要です。
　詳しくは事務局までお問い合わせください。

■大船渡市
日時：3月 4日 ( 土 )　13:30～
会場：リアスホール 大ホール 

■久慈市
日時：3月 5日 ( 日 )　13:30～
会場：アンバーホール 大ホール 

■北上市
日時：3月 5日 ( 日 )　13:30～
会場：さくらホール 大ホール 

■宮古市
日時：3月 7日 ( 火 )　18:30～
会場：宮古市民文化会館 中ホール 

■一関市
日時：3月 8日 ( 水 )　18:30～
会場：一関文化センター 中ホール 

■盛岡市
日時：3月 10日 ( 金 )　18:30～
会場：盛岡市民文化ホール 大ホール 

いわて復興応援団 検索

知って、買って、食べて、行って応援！
登録無料

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

首都圏等にお住まいの方を対象に、応援団員（個人）と応援団（法人及び団体）の登録を募集
しています。登録者には岩手県の復興の取り組みや観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

■問い合わせ先■
「東日本大震災復興動画制作プロジェクト事務局」
〒020-8566　岩手県盛岡市志家町 6-1　IBC岩手放送内
TEL：019-623-3131　FAX：019-651-2428
Mail：info@iwatefukkoudouga.jp

県内先行上映会

県内 6カ所
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被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索
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岩手県の被害状況 平成29年 1月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,123 人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,077 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 87億 314万円（19,643 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 185億 3,020 万円（94,345 件）
▶寄付金受付状況　約 198億 551万円（8,065 件）

平成 29年 1月 31日現在

千葉県鎌ケ谷市出身
東京でホームページ制作の会社に勤務している時に
東日本大震災津波が発生。
現地の様子をブログで知り、平成 23年 4月にボラ
ンティアとして陸前高田市を訪れ多くの人に出会う。
東京に戻ってから、この先自分自身が震災とどう関
わっていくかを考えた末､同年 5月に大槌町に移住。
平成 28年 10月から「大槌食べる通信」という食
べ物付き情報誌の発行を行っている。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を注
いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、毎号、
復興への熱い想いを秘めた若者を紹介していきます。
第 67回目は､吉野 和也 さんを紹介します。

吉野さんからのひと言：
なにもなくない !!

生産者と消費者を結ぶ情報誌

NPO法人アラマキ
大槌食べる通信 編集長

吉野 和也
（よしの かずや）さん

　「地元の人は、“ここにはなにもない” と言い
ますが、そんなことはない。三陸の海産物は東
京や県外では高い評価を受けています。地元の
人に自信をもってもらいたい。」と､食材の魅力
発信に力を注ぐ吉野さん。地元の人が見て「自
分の町はこんなにきれいなんだ」と気付いても
らえるような紙面づくりを心がけています。
　「生産者を紹介することで消費者も安心する。
素材を知ることで食事のことを考え直すきっか
けになればと思います。」と､吉野さんは生産者
と消費者の橋渡しの重要性を語ります。

大槌を故郷と思ってほしい

　「大槌食べる通信」は、年 4回発行の食べ物
付き情報誌です。ホタテやカキといった大槌の
食べ物と、そのつくり手等を紹介する読み物と
がセットで定期購読者のもとに届けられます。

　次世代に向けて、魅力ある大槌の環境保全や
地域のための人材育成なども見据える吉野さん。
「震災後たくさんの人が訪れましたが､6年経つ
と疎遠になってきます。“食べる通信” で､その
関係をもう一度つなぎ直し、大槌を故郷のよう
に思ってくれたら嬉しい。」と、「食べる通信」
を通じて大槌と他地域の人々とを結び付けてい
くことに意欲を燃やします。

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 29年 3月 15日号の発行を予定しています。

　平成 29年 1月 27日（金）､東日本大震災津波で被災
した釜石市の中心部（釜石市大町）に飲食店街「釜石漁
火（いさりび）酒場 かまりば」が整備され､オープンを
記念する式典が開催されました。
　同施設は、同市が「商業とにぎわいの拠点」として位
置付けるフロントプロジェクト 1エリアに、軽量鉄骨造
り平屋建て（延べ床面積 394平方メートル）の共同店舗
3棟を整備したもので、「かまりば」の名称は、「釜石に
行く（来る）」と「場」を造語で表現したもの。
　津波で全壊した同市名物の飲食店街・呑（の）ん兵衛
横丁にあった 3店舗を含む被災事業者 7店舗､新規事業
者 5店舗（1店舗は未決定）の計 12店舗が、4月下旬
までに順次オープ
ンする予定です。
　歴史ある呑ん兵
衛横丁に代わる、
釜石の新しいにぎ
わいの場としての
役割が期待されま
す。 整備された飲食店街「かまりば」

　平成 29年 2月 14日（火）､陸前高田市で採れた「北
限のゆず」と、同市の特産品「米崎りんご」をブレンド
した新商品ジュース『北限のゆずあっぷる』の販売が発
表されました。
　『北限のゆずあっぷる』は､沿岸広域振興局大船渡農林
振興センターが「北限のゆず」の認知度の向上や、観光
客や気仙地域内外の販路拡大を図るため開発したもの。
料理研究家のメグミプランニング小野寺惠代表が協力し、
地元の農事組合法人陸前高田ふれあい市場が製造。
　原料は､陸前高田産の「北限のゆず」と「米崎りんご」､
「気仙はちみつ」のみ。無添加で､ゆずの酸味とリンゴの
甘みがマッチした、ゆずの
香り豊かな、濃厚ながらも
すっきりとした味わいのジ
ュースに仕上がりました。
　価格は 1本 200ミリリ
ットル 324円（税込み）、
陸前高田市内の産地直売所
等で販売されています。
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釜石市 陸前
高田市

飲食店街「釜石漁火酒場 かまりば」
市内中心部に本格オープン

『北限のゆずあっぷる』
ジュース開発、販売スタート

新商品「北限のゆずあっぷる」


